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一般会計予算に対する各会派の討論 （要旨）

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
①
町

の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
呼
び
水
と
な

る
投
資
的
経
費
へ
の
配
分
が
依
然
と
し
て

低
い
。
②
公
表
さ
れ
て
い
る
予
算
編
成
過

程
で
は
、
各
課
が
何
を
や
り
た
い
か
、
そ

の
査
定
の
内
容
や
優
先
順
位
、
課
題
と
い

っ
た
、
編
成
過
程
を
公
表
す
る
目
的
が
機

能
し
て
い
な
い
。
③
都
市
計
画
税
減
税
は
、

都
市
計
画
税
に
合
わ
せ
た
事
業
し
か
行
わ

な
い
と
い
う
消
極
的
な
政
策
で
あ
る
。
④

都
市
の
緑
を
構
成
す
る
農
地
等
の
減
少
に

歯
ど
め
を
か
け
る
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
。

⑤
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識
が
低

く
、
積
極
的
な
対
応
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。

⑥
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代

を
呼
び
込
み
、
将
来
世
代
へ
投
資
す
る
と

い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
積
極
性
の
な
い
姿
勢

が
あ
ら
わ
れ
た
予
算
で
あ
る
。
⑦
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
依
然
と
し
て
消
極
的
で
あ

る
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
活
用
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
⑧
校
庭
の
芝
生
化
な

ど
学
校
間
の
施
設
格
差
へ
の
認
識
に
は
、

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
教
育
環
境
の
整
備

へ
の
責
任
を
果
た
す
予
算
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
を
強
く
指
摘
す
る
。
⑨
教
育
委
員

会
制
度
の
改
正
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
総

合
教
育
会
議
に
関
し
て
、
市
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
は
、
今

後
の
市
の
教
育
行
政
の
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

政 和 会
積極的なまちづくりの姿勢が必要である点を指摘

反対
　

本
予
算
は
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め

な
が
ら
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
必
要
な
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
明
る
い

未
来
を
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
将

来
に
向
け
て
活
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の

事
業
展
開
を
図
る
予
算
と
認
識
す
る
。
①

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
の
整

備
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
予
算
が
組
ま
れ
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
て
い
る
と
考
え
る
。
②
太
陽

光
発
電
日
本
一
へ
の
推
進
な
ど
環
境
対
策

は
、
引
き
続
き
さ
ら
な
る
発
展
を
求
め
る
。

③
教
育
面
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
導
入

に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ハ
ー
ド
面
の
充
実

だ
け
で
な
く
、
教
員
が
十
分
に
活
用
で
き

る
よ
う
工
夫
を
お
願
い
す
る
。
④
防
犯
カ

メ
ラ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
諸
事

情
に
十
分
留
意
し
、
慎
重
に
進
め
る
よ
う

要
望
す
る
。
⑤
公
園
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
声
も
取
り

入
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
地
域
と

一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
よ
う
お
願
い

す
る
。
⑤
保
育
ニ
ー
ズ
を
酌
み
、
認
可
保

育
園
２
園
を
開
設
し
た
こ
と
は
評
価
す
る

が
、
保
育
の
質
の
確
保
に
十
分
配
慮
を
し
、

待
機
児
童
解
消
の
た
め
引
き
続
き
必
要
な

対
応
・
対
策
を
早
目
に
と
る
よ
う
要
望
す

る
。
以
上
、
意
見
と
要
望
を
申
し
述
べ
賛

成
の
討
論
と
す
る
。

選択と集中による積極的な取り組みを評価
　

賛
成
の
主
な
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。

①
公
債
費
の
大
幅
な
減
額
な
ど
、
債
務
の

抑
制
へ
の
着
実
な
取
り
組
み
を
前
向
き
に

評
価
す
る
。
②
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
ら
か
に
な
り
、

会
派
で
要
望
し
て
き
た
市
民
の
意
見
を
聞

く
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
今
後
の
着
実
な
推

進
を
期
待
す
る
。
③
順
次
、
設
置
す
る
予

定
の
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
見
守

り
へ
の
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
前
提

と
し
た
上
で
、
早
急
な
設
置
が
必
要
と
考

え
る
。
④
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
認
可

保
育
園
を
４
園
新
設
し　

人
の
受
け
入
れ

１８０

が
進
め
ら
れ
る
。
今
後
も
多
様
な
子
育
て

支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
高
齢
者
や
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え

る
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
認
知
症
施

策
等
の
地
域
で
の
大
き
な
進
展
が
期
待
で

き
る
。
⑥
特
別
支
援
教
育
支
援
員
は
高
い

評
価
と
具
体
的
な
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
拡
充
が
必
要
と
考

え
る
。
市
民
協
働
の
成
果
が
見
え
な
い
、

女
性
施
策
や
男
女
共
同
参
画
施
策
の
後
退
、

職
員
の
意
欲
低
下
と
い
う
危
惧
が
あ
る
が
、

今
後
は
議
会
も
み
ず
か
ら
政
策
を
提
案
し
、

行
政
・
議
会
・
市
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

よ
り
よ
い
市
の
未
来
を
切
り
開
く
努
力
を

す
る
時
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る
。
以
上

を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

各 分 野 で の 着 実 な 取 り 組 み を 評 価
フ ォ ー ラ ム 小 平 賛成 市 議 会 公 明 党 賛成

日本共産党小平市議団
市 民 の 願 い に 応 え る 事 業 の 実 施 を 評 価

賛成虹 と ひ か り
独 自 の 創 意 工 夫 が 見 え な い 点 を 指 摘

反対 生活者ネットワーク
教育環境の整備など各事業への取り組みを評価

賛成
　

賛
成
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
①
自
立

相
談
支
援
事
業
の
実
施
な
ど
、
生
活
困
窮

者
へ
の
新
た
な
支
援
策
が
複
数
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
②
前
立
腺

が
ん
検
診
の
新
規
実
施
な
ど
、
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
施
策
が
拡
充
さ
れ
た
。
介

護
分
野
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

新
設
、
定
員
増
等
を
要
望
す
る
。
③
子
育

て
世
代
を
応
援
す
る
施
策
と
し
て
、
認
可

保
育
園
の
増
設
等
、
待
機
児
童
解
消
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
大
き

く
評
価
す
る
。
な
お
一
層
の
増
設
と
保
育

の
質
の
確
保
へ
の
配
慮
を
強
く
求
め
る
。

④
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
・
洋
式

化
な
ど
、
教
育
環
境
が
充
実
さ
れ
る
こ
と

を
評
価
す
る
。
ま
た
、
中
学
校
特
別
支
援

学
級
へ
の
介
助
員
の
配
置
の
検
討
を
強
く

要
望
す
る
。
⑤
本
年
は
戦
後　

年
の
節
目

７０

の
年
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
か
ら
平
和
を

希
求
す
る
声
を
上
げ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
。
市
の
事
業
と
し
て
、

小
・
中
学
生
の
広
島
派
遣
事
業
の
定
員
増

や
記
念
樹
と
常
設
看
板
の
設
置
な
ど
、
非

核
平
和
事
業
の
一
層
の
拡
充
が
予
算
化
さ

れ
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
市
民

か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
心
配
の
声
も
聞

こ
え
て
お
り
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
学
校

等
と
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
以
上
、
要
望
事
項
を
付
し
て
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

本
予
算
に
つ
い
て
は
、
市
民
協
働
や
市

民
自
治
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
、
用

水
路
の
整
備
な
ど
緑
の
保
全
へ
の
取
り
組

み
、
防
災
行
政
無
線
の
増
設
な
ど
災
害
時

へ
の
さ
ら
な
る
備
え
、
高
齢
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
、
障
害
者
へ
の
就
労
支
援
の
拡
充
、

教
育
環
境
の
整
備
、
非
核
平
和
事
業
へ
の

取
り
組
み
な
ど
、
一
定
の
評
価
が
で
き
る

こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。
以
下
、
意
見
と
し

て
、
①
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
市

民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
集
め
反
映
し
て
い

く
か
注
視
し
て
い
く
。
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
、
全
庁
的
な
対
応
を
す
る

よ
う
要
望
す
る
。
③
待
機
児
童
対
策
と
子

育
て
支
援
で
は
、
大
規
模
開
発
に
よ
り
増

加
が
予
想
さ
れ
る
保
育
需
要
へ
の
早
目
の

対
応
を
要
望
す
る
。
④
環
境
施
策
推
進
本

部
を
十
分
機
能
さ
せ
、
庁
内
全
体
の
環
境

意
識
が
大
き
く
前
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

⑤
男
女
平
等
施
策
に
つ
い
て
は
、
実
効
性

あ
る
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
期
待
す
る
。

⑥
緑
多
い
小
平
の
住
環
境
を
守
る
た
め
、

早
急
に
開
発
条
例
の
見
直
し
に
着
手
し
、

開
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み
を
整

え
る
よ
う
要
望
す
る
。
⑦
小
学
校
通
学
路

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
な
ど
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
、
保

護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
要
望
す
る
。
以

上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
①
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
、
目
標
数
値
や
評

価
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
自
治
、

参
加
、
協
働
で
何
を
し
た
い
か
、
ど
の
よ

う
な
ま
ち
を
つ
く
る
の
か
が
、
市
民
、
庁

内
に
伝
わ
ら
な
い
。
②
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
、
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
は　

か
所
に
設

１１

置
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
の
見
直
し

を
求
め
る
声
が
あ
る
。
他
の
公
共
施
設
と

比
較
す
る
と
、
設
置
の
数
や
範
囲
の
基
準

が
曖
昧
で
あ
る
。
③
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
の
根
本
的
な
議
論
が
欠
け
て
い

る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い

く
か
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。
④
特
定
事

業
主
行
動
計
画
が
改
定
さ
れ
、
女
性
職
員

が
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
等
が
加
わ
っ

た
が
、
国
が
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
女

性
が
輝
く
日
本
を
掲
げ
た
後
で
は
、
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
を
持
つ
自
治
体
と
し

て
対
応
が
遅
い
。
⑤
食
物
資
源
循
環
モ
デ

ル
事
業
で
は
、
目
標
世
帯
数
に
対
し
実
績

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
実
施
方
法
を
変

え
る
な
ど
の
独
自
の
創
意
工
夫
が
見
ら
れ

な
い
。
最
後
に
、
将
来
世
代
に
対
し
て
責

任
を
果
た
す
決
断
を
す
る
こ
と
を
最
優
先

に
す
べ
き
で
あ
り
、
ど
の
政
策
に
対
し
て

も
総
花
的
に
対
処
す
る
だ
け
で
は
無
駄
な

投
資
が
ふ
え
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
述
べ
、

反
対
討
論
と
す
る
。

平成27年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び
率

２６年度
予算額

２７年度
予算額

１．６５９，１７８，０００６０，１３９，０００一 般 会 計

１３．５１７，７３９，０００２０，１４０，０００国民健康
保険事業

特　

別　

会　

計

３．５３，７０９，０００３，８３７，０００後期高齢
者 医 療

１．８１１，７８０，０００１１，９９５，０００介護保険
事 業

△１．３４，０６８，０００４，０１７，０００下 水 道
事 業

３．８９６，４７４，０００１００，１２８，０００合　　計

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
、
被
保
険

者
数
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

１
・
２
％
、
１
億
４
千
５
百
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
３
千
７
百
万
円

３８

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
３
・
５
％
、

１
億
２
千
８
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
等
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
数
は

前
年
度
に
比
べ
、
約
３
百
人
増
の
２

万
１
千
３
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
９
千
５
百
万

１９

円
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
１
・
８

％
、
２
億
１
千
５
百
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
の
ほ
か
、
法
定
負

担
で
あ
る
国
庫
支
出
金
、
支
払
基
金

交
付
金
、
都
支
出
金
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
１
・
７
％
、

１
億
９
千
５
百
万
円
の
増
で
見
込
ん

だ
ほ
か
、
第
６
期
の
事
業
計
画
で
の

重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

た
め
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
１
千
７
百
万
円

４０

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
１
・
３
％
、

５
千
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
前
年
度
予
算
に
比
べ
下
水

道
使
用
料
は
３
・
６
％
、
７
千
９
百

万
円
の
減
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
１・

５
％
、
２
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
歳
出
〉合
流
式
下
水
道
改
善
対
策
、

浸
水
対
策
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
等

を
中
心
と
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
各
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
一
般
会
計
は
３
月
３
日
か
ら
５

日
ま
で
の
３
日
間
、
特
別
会
計
は
３

月
６
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
坂
井
や
す

の
り
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

虻
川
浩
特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
審
査
報
告
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
及
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
全

会
一
致
で
、
一
般
会
計
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
８
面
に
「
議

案
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
」
を
掲

載
）

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
６
百
１
億
３
千
９
百

万
円
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
１
・

６
％
、
９
億
６
千
百
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
事
務
事
業
の
見
直
し

や
行
財
政
再
構
築
の
取
り
組
み
等
に

よ
り
事
業
費
を
捻
出
し
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
な
事
務
執
行
を
行
う
こ
と
に

よ
り
必
要
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
の
う
ち
法
人
市
民
税

は
約
５
億
７
百
万
円
の
増
、
固
定
資

産
税
が
約
１
億
４
千
３
百
万
円
の
増

と
な
る
一
方
、
個
人
市
民
税
は
約
７

千
９
百
万
円
の
減
、
都
市
計
画
税
は

約
２
億
５
千
７
百
万
円
の
減
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
消
費
税

交
付
金
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
税
連
動
交

付
金
が　

億
４
千
万
円
の
増
と
な
る

１７

一
方
、
普
通
交
付
税
は
５
億
７
千
７

百
万
円
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
公
債
費
の
減
少
や
投
資
的

経
費
が
減
と
な
る
一
方
で
、
民
間
保

育
園
の
運
営
費
や
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
２
百
１
億
４
千
万
円

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ　
・
５
％
、

１３

　

億
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２４高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
１
人
当
た

り
の
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
支
援
金

の
負
担
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
被
保
険
者
数
の

減
な
ど
か
ら
前
年
度
に
比
べ
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
財
源
不
足
を
補
う
た

め
、
一
般
会
計
繰
入
金
を　

億
円
に

２７

増
額
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

平
成　

年
度

２７
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